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第28回全国女性建築士連絡協議会「高知」 Ｈ30.7.28～29

平成３０年度　山形県建築士会女性委員会　事業内容

平成３０・31年度　女性委員会役員

■　全　大　会 　
　7月8日の西日本豪雨のため開催が心配された高知大会。開催日7月28日には台風12号が高知接近！と報道
されたが予定通り高知県立県民文化ホールで「未来へつなぐ居住環境づくり」　～一周おくれで先頭に、伝統こ
そ最先端～をテーマに開催されました。山形県からは10人が参加。南国土佐の
明るい雰囲気のためか、皆さんもいつも以上に元気でした。
　挨拶が終わり【被災地の現状報告】が被災地県代表者より報告をされた。復興
が進んでない訳では無い。時間を経て問題は変わっていく。被災地毎の問題の違
いや最近毎年のように起こる自然災害…などの報告を聞きながら、日々 に追われ
てばかりではいけないと思いました。
　基調講演は建築家・山本長水（やまもとひさみ）氏の～一周おくれで
先頭に伝統こそ最先端～を拝聴しました。氏は【高知の建築→地産地
消→自然の流石→日本伝統建築→土佐派】で、高知伝統の土佐杉・
桧、土佐漆喰、土佐和紙などを使用するそうです。代表作品の丸太
10ｍの軒桁・14ｍの垂木を使った「かたつむり山荘」。大変興味深く、
材料・工法・形・導線はとても魅力てきでした。この土地でしか立てれない建物なのです。伝統的
な技法で100年以上住める家づくり。宮城被災地報告の「津波防波堤は何のために何を犠牲
に～」と締められた話と重なり、自然や風土を軽視してはいけないと思いました。
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　　■エキスカーション　
　　コース6.　老舗専門店のうなぎをたべる『白壁のまち佐川』でお酒の文化もまなんじゃえ
　　

「水切り瓦」、白壁の蔵が立ち並ぶ美しい街並みが見たく、佐川のまちを巡るエキスカーションに参加しました。
町の中心部にある上町（うえまち）地区は、江戸時代に城下町として栄え、また、良質の米と水に恵まれていた
ため県内屈指の酒どころとなり、その風情は今も受け継がれ、伝統的な商家住宅や酒蔵などが街なみを形成
する、まさに歴史的建造物の宝庫でした。
上町地区を歩くと最初に目に入ってくるのが風情ある
酒蔵。東西に延びる「酒蔵の道」には、江戸時代に建
てられたものから近代のものまで、それぞれの時代を
見つめてきた蔵がたくさん並んでいます。中でも一際
大きな蔵は、長さ85mを超える長大な酒蔵で、壁には
水切り瓦や太い樋が何本もあり雨の凄さを感じさせま
す。この酒蔵の敷地内に建つのが、平成19年に国の
重要文化財に指定された「竹村家住宅」です。江戸
時代より造り酒屋として栄えた商家で、格式高いその
佇まいは往時を思い起こさせます。玄関の壁は、べん
がらを入れた赤い土佐漆喰、座敷の壁は和紙張り仕
上げの貼り付け壁など、ここでしか見られない建築様
式を見ることができました。
隣接する「旧竹村呉服店」は竹村家の分家にあたる
家で、店舗は文政11年（1828）頃に建てられたもの
だそうです。平成27年に大改修され、輸入雑貨も並
ぶ素敵な雑貨・喫茶店として蘇り、国の登録有形文
化財に登録されています。その他にも佐川のまちには
趣向を凝らした建物が多く、外壁の「なまこ壁」ひとつ
取っても「四半張り」や「芋張り」、石積には見た目にも
美しい「亀甲積」が用いられるなど、職人の技と心意気が感じられました。今回、街並みを
案内してくださった「佐川くろがねの会」の皆さん。地元有志による観光ボランティアの
方々で、揃いのショッキングピンクを身に着けたその姿は、まちの人たちに元気を与え、
生きがいにもなっているそうです。歴史的な街並みに颯爽と観光案内する姿が印象的
な、いつまでも守って頂きたい風景です。
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おすすめの和の空間を紹介。
全国各地都道府県の女性建築士が解説します。


